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102 宇宙物理學教室だよリ
宇宙物理學書室だよ6
　昭和＝年十二月：＝十一一日，學用の爲め
新號教授上京・
　十二月二十五日，新城教授齢洛・
　十二月二十六日，京大理學蔀に於ける
ニウトン祭，午前十購，奮本都遡上に於
て開會，撒理物理學の玉城博士のニウト
ン傳，敷學の西内博士の第二回鰍羅巴族
行土産談・新城教授の辰年に起する支那
學一流の議論から宇宙論s更にニウトン
に及んだ大氣焔に海魚者百五十名入監に
まかれナこ・正午中食後午後it法脚部講堂
に於て，ニウ下ンに關する幻燈S映窪・
『宇宙の驚異』の公開・
　夜に理學部数物同窓會の懇談會を學内
樂友會館に於て催す・
　◎竹田講師の蹄省た始めtし，中村助
手其他墨k諸君の餅省の爲め天丈i翻工殆
んご空ビなり急【こ寂しくなった・
　京都にも嚴しい雪の冬が訪れアニ・洛北
洛東の山々が銀色に光って・あltれ昭和
二年1927年もDiesseits　von　Oの中【＝葬ら
れて行く・
　十二月三十日，米噸Williams　College
の天文教授WillisエMilham博士夫妻來
訪，新城教授山本教授夫妻の案内で天丈
盗や叡山なごな見物す・
　昭和三年一月一日，快晴，めづらしい
光に満ちれ新審第一日であっ才二・
　一月六B・東京から亭山導博士及び早．
乙女博士，水澤から川崎技師來訪，新劇
LII　4t，上田諸博士の案内で花山山天筆順
敷地から大津叡山た清遊されナこ・
　一月九日，竹田講師麟校
　沈義紡理想士大正十四年東大理學部
天文科卒業の同氏に大正十五年以來故國
上海に錦ってゐられ71が，今度專心血方
丈化事業の仕事にあたられる爲め薪城敦
授の詐で重力の研究の目的で今年中我教
室に滞在される事になつナこ・
　一月十日　薪城教授伊勢宇治山田市に
革張・
　顧月十一日　宇宙物理學教室開講・
　一月十三日　新城教授陣校・
　一・月十三圖タ　理學部地球物理教室助
教授長谷川萬吉理學士の濁逸留學（三月
頃）な干る平めに理學部類催の聖別會が
本部風上で開催され7こ・町屋地球物理關
係力’ら匡唾壷，：志ミ田，松山，山本，＿ヒ田，
荒木，熊谷，竹田，長谷川久一，滑川，
服部，遽水諸氏の出席で盛大な一・i夕な逡
っ7こ・
　一月二十日　宇宙物理學教室の物理學
輪講會の本學期の第一面輔讃會（Som－
merfeld：At・mbau　und　Spektrallinien）；同
人，長谷川萬吉，荒木俊馬，竹田新一耶
遽水顎一郎．
